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日医連 執行委員会を開催

令和元年度収支決算、
　　　　 令和３年度負担金基準額を承認

日医連執行委員会で挨拶する中川委員長

　

日
本
医
師
連
盟
は
、
１
月
19
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
、
テ
レ
ビ
会
議
で
執

行
委
員
会
を
開
催
し
た
。「
令
和
元
年
度
収
支
決
算

報
告
」「
令
和
３
年
度
負
担
金
基
準
額
」「
選
挙
関
係
①

衆
議
院
選
挙
②
参
議
院
選
挙（
自
見
は
な
こ
選
挙
）」

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
承
認
お
よ
び
決
定
し
た
。

中
川
日
医
連
委
員
長
挨
拶

執
行
委
員
会
は
、
釜
萢
敏
常
任
執

行
委
員
の
司
会
で
開
会
し
、
は
じ
め

に
中
川
俊
男
委
員
長
が
以
下
の
よ
う

に
挨
拶
し
た
。

「
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。
国
民
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
通
常
と
は
異
な

る
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
政
府

は
こ
の
対
応
と
し
て
、
一
月
七
日
に

一
都
三
県
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言

を
発
令
し
た
。
ま
た
、
一
月
十
三
日

に
は
大
阪
府
を
は
じ
め
と
す
る
七
府

県
を
対
象
に
追
加
発
令
し
た
。
今
後

の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

全
国
的
な
発
令
も
考
え
ら
れ
る
。
日

本
医
師
会
と
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
も
、
医
師
連
盟
の
活

動
は
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
年
、
来
年
は
、
国
政
選
挙

が
行
わ
れ
る
。
日
本
医
師
連
盟
は
、

昨
年
九
月
十
五
日
に
次
期
参
議
院
選

挙
の
比
例
代
表
候
補
者
に
、
現
職
の

自
見
は
な
こ
氏
を
組
織
内
候
補
と
し

て
擁
立
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し

た
。
今
後
の
活
動
期
間
は
約
一
年
半

で
あ
る
。
日
医
連
と
し
て
の
活
動
は

も
と
よ
り
、
都
道
府
県
医
師
連
盟
、

郡
市
区
医
師
連
盟
に
お
い
て
も
、
積

極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
衆
議
院
議
員
の
任
期

が
本
年
十
月
二
十
一
日
な
の
で
、
そ

れ
ま
で
に
は
必
ず
総
選
挙
が
実
施
さ

れ
る
。
日
医
連
は
、
都
道
府
県
医
連
、

郡
市
区
医
連
に
よ
る
協
力
の
も
と
、

政
権
与
党
候
補
者
を
中
心
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。
総
選
挙
後
、
自
見
氏

の
活
動
が
本
格
化
す
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
従
来
行
っ
て
き
た
集
会
開
催
等

の
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
今
後
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
も
含
め
て
会
員

等
の
関
心
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
都
道
府
県
、
郡
市
区
の

医
師
会
組
織
と
連
携
し
、
会
員
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
徹
底
さ
せ
て
、
組
織

固
め
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

日
医
連
と
し
て
の
活
動
は
も
と
よ 執行委員等との意見交換の様子

日医連執行委員会

（
２
面
へ
）
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り
、
都
道
府
県
医
連
、
郡
市
区
医
連

に
お
い
て
も
、
参
議
院
選
挙
に
向
け

て
活
動
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
」。

令
和
元
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
中
川
委

員
長
が
議
長
と
な
り
、
ま
ず
、
令
和

元
年
度
日
医
連
収
支
決
算
に
つ
い
て

は
、
小
林
博
会
計
責
任
者
が
収
支
内

容
の
説
明
と
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の

際
、
令
和
元
年
度
に
お
い
て
も
過
年

度
負
担
金
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
関
係
者
の
協
力
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
嘉
数
研
二
会
計

監
督
者
よ
り
、
会
計
監
督
者
三
名
で

一
月
十
五
日
に
会
計
監
査
を
行
っ
た

結
果
、
収
支
は
適
正
妥
当
で
あ
り
帳

簿
記
載
も
的
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
と
の
報
告
が
あ

り
、
令
和
元
年
度
収
支
決
算
は
承
認

さ
れ
た
。

負
担
金
基
準
額
は
昨
年
度
と
同
額
に
決
定

次
に
、
令
和
三
年
度
の
負
担
金
基

準
額
に
つ
い
て
、
今
村
聡
副
委
員
長

が
「
昨
年
度
と
同
様
に
連
盟
会
員
一

人
あ
た
り
二
万
円
と
さ
せ
て
い
た
だ挨拶する自見参議院議員

き
た
く
、ご
承
認
を
お
願
い
し
た
い
」

と
提
案
し
た
。

審
議
の
結
果
、
令
和
三
年
度
負
担

金
基
準
額
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
、
決
定
し
た
。

選
挙
関
係
に
つ
い
て

続
い
て
、「
選
挙
関
係
」
に
入
り
、

出
席
し
た
羽
生
田
た
か
し
、
自
見
両

参
議
院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し

た
。
ま
ず
、
羽
生
田
議
員
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
、

「
収
束
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
政
策

は
必
要
だ
が
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
三
密
の
回
避
に
つ
い
て
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
し
っ
か
り

と
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
述

べ
た
。
次
に
自
見
議
員
は
、「
昨
年
、

コ
ロ
ナ
対
策
で
先
生
方
に
ご
尽
力
賜

っ
て
い
る
な
か
で
、
来
年
の
参
議
院

選
挙
に
お
け
る
日
医
連
の
候
補
者
に

ご
推
薦
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
。
国
民
の
命
最
優
先
と
い
う
こ

と
で
活
動
を
先
生
方
に
存
分
に
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
国
会
議
員
と
し

て
の
仕
事
を
し
っ
か
り
と
全
う
し
て

参
り
た
い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
議

事
に
入
り
、
釜
萢
常
任
執
行
委
員
か

ら
、
衆
議
院
総
選
挙
な
ら
び
に
参
議

院
選
挙
に
お
け
る
今
後
の
対
応
案
に

つ
い
て
説
明
、
ま
た
、
今
村
副
委
員

令和元年度 日本医師連盟収支決算報告書
Ⅰ．期間収支計算書（平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日）　　　　　　　　　　（単位：円）

収入 支出

科目 収入累計 科目 支出累計

負担金 972,008,000 経常経費（A） 103,052,065

（当年度分） （972,008,000） 　①. 人件費 78,683,588

（過年度分） （0） 　②. 光熱水費 515,307

特別会費 0 　③. 備品消耗品費 7,753,947

寄付金 0 　④. 事務所費 16,099,223

その他の収入 39,613 政治活動費（Ｂ） 869,215,535

繰越金 916,129,536 　①. 組織活動費 161,065,694

　　（イ．組織対策費） （73,399,019）

　　（ロ．交際費） （65,400,980）

　　（ハ．渉外費） （17,152,505）

　　（ニ．行事費） （5,113,190）

　②. 選挙関係費 2,200,000

　③. 機関紙誌の発行その他の事業費 43,152,058

　　（イ．機関紙誌の発行事業費） （43,042,058）

　　（ロ．宣伝事業費） （110,000）

　④. 調査研究費 249,283

　⑤. 寄付交付金 662,548,500

　　（イ．寄付金） （381,500,000）

　　（ロ．交付金） （281,048,500）

支出計（Ａ＋Ｂ） 972,267,600

剰余金 915,909,549

合計 1,888,177,149 合計 1,888,177,149

（注）その他の収入は銀行預金利子等

Ⅱ．貸借対照表（令和 2 年 3 月 31 日現在）

借方 貸方

普通預金 506,108,111 剰余金 915,909,549
当座預金 5,970,814 負担金未収入金 0
定期預金 400,000,000
現金 3,830,624

負担金未収入金

合計 915,909,549 合計 915,909,549

（注）負担金未収入金の総額 0円（令和 2年 3月 31 日現在）

日
医
連
常
任
執
行
委
員
会

当
日
、
執
行
委
員
会
に
先
立
ち
、

テ
レ
ビ
会
議
で
日
医
連
常
任
執
行
委

員
会
を
開
催
し
た
。
議
事
「
令
和
元

年
度
収
支
決
算
報
告
」、「
令
和
三
年

度
負
担
金
基
準
額
」、「
選
挙
関
係
①

衆
議
院
選
挙
②
参
議
院
選
挙
（
自
見

選
挙
）」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議

を
行
い
、
承
認
さ
れ
た
。
承
認
さ
れ

た
議
事
は
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
執

行
委
員
会
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。

長
か
ら
過
去
の
参
議
院
比
例
選
挙
に

お
け
る
ゼ
ロ
得
票
地
区
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
が
さ
れ
、
執
行
委
員
等
と

の
意
見
交
換
の
後
、
選
挙
対
応
案
は

了
承
さ
れ
た
。

（
１
面
よ
り
）
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羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

自
民
党
厚
生
労
働
部
会
長
代
理

羽
生
田 
た
か
し 

活
動
報
告

参
議
院
議
員

平
素
よ
り
、
私
の
政
治
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
通
常
の
診

療
も
ま
ま
な
ら
ず
厳
し
い
医
療
逼
迫

が
続
く
な
か
、
懸
命
に
地
域
医
療
を

お
支
え
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
月
十
八
日
よ
り
第
二
百
四
回
通

常
国
会
が
開
会
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
改
正
や

医
療
法
改
正
、
感
染
症
法
改
正
な
ど

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
法
改
正
も
多
く
審

議
さ
れ
ま
す
。
患
者
へ
の
罰
則
や
医

療
機
関
名
公
表
な
ど
賛
否
が
入
り
交

じ
る
議
論
で
は
、
実
情
に
あ
っ
た
検

討
と
協
議
を
重
ね
た
運
用
が
な
さ
れ

る
よ
う
政
府
へ
進
言
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

当
た
っ
て
は
、
ま
さ
に
地
区
医
師
会

の
先
生
方
に
行
政
と
の
情
報
共
有
や

対
策
対
応
に
関
し
て
ご
協
力
を
い
た

力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
医
療
法
改
正
は

｢

医
師
の
働
き
方
改
革｣

に
大
き
く

関
わ
る
改
正
で
あ
り
ま
す
。
自
病
院

の
労
働
状
況
を
把
握
し
、
九
百
六
十

時
間
を
超
過
し
な
い
医
療
機
関
で
あ

る
の
か
、
自
病
院
で
千
八
百
六
十
時

間
上
限
特
例
が
必
要
な
Ｂ
（
地
域
医

療
確
保
暫
定
特
例
水
準
）
と
い
う
分

類
な
の
か
、
自
病
院
で
は
超
さ
な
い

け
れ
ど
も
他
医
院
へ
の
派
遣
を
す
る

こ
と
に
よ
り
超
過
す
る
連
携
Ｂ
と
い

わ
れ
る
分
類
な
の
か
等
を
判
断
し
、

必
要
な
届
け
出
を
す
る
必
要
が
将
来

的
に
出
て
参
り
ま
す
。
多
忙
な
時
期

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回｢

時
間
短

縮
計
画｣

い
わ
ゆ
る｢

自
己
点
検｣

に
当
た
る
も
の
が
法
制
化
さ
れ
、

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
と
存
じ
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
方
へ
速
や
か
に
滞

り
な
く
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
た
め

に
は
、
全
国
の
医
師
会
の
ご
尽
力
な

し
に
実
現
は
厳
し
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
集
団
接
種
と
個
別
接
種
そ
れ

ぞ
れ
の
対
応
等
、
医
師
会
が
先
頭
に

立
ち
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
う

え
で
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
配
送
や
分
配
・
管
理

を
は
じ
め
メ
ー
カ
ー
ご
と
の
管
理
方

法
や
接
種
の
特
徴
、
接
種
後
の
経
過

観
察
な
ど
あ
ら
ゆ
る
配
慮
が
必
要
で

あ
り
、
通
常
の
診
療
を
抱
え
な
が
ら

の
接
種
に
は
多
く
の
ご
苦
労
を
強
い

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
先
生
方
に

は
こ
の
国
難
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て

い
た
だ
き
た
く
、
ご
負
担
が
少
し
で

も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
私
も
と
も
に
努

「医師の働き方及びタスクシェア・タスクシ
フトのあり方に関するPT」を開催

「人生１００年時代戦略本部」にて

超党派「医療基本法の制定に向けた議員連
盟」役員会を開催

厚生労働委員会「大臣所信に対する質疑」
にて質疑を行いました

社会保障制度調査会医療委員会にて「医師の
働き方改革推進についての提言」を報告

超党派「医師国会議員の会」緊急要請を田
村憲久厚生労働大臣に提出

日本小児科医会からの要望を加藤勝信内閣
官房長官へ提出

｢

医
師
の
健
康
へ
の
配
慮｣

と
い
う

面
か
ら
も
作
業
が
必
要
と
な
り
ま

す
。こ
の
医
師
の
働
き
方
改
革
へ「
医

師
の
働
き
方
及
び
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
・

タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
あ
り
方
に
関
す
る

Ｐ
Ｔ
」
座
長
と
し
て
提
言
を
行
い
、

｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
医
療
現
場
が
働
き
方

改
革
よ
り
も
目
の
前
の
危
機
対
応
に

追
わ
れ
た
た
め
、
議
論
や
検
討
の
時

間
が
十
分
に
と
れ
て
い
な
い
こ
と
に

も
鑑
み
、
結
論
あ
り
き
で
拙
速
な
議

論
と
な
ら
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
、

医
療
現
場
の
声
に
十
分
配
慮
す
る
こ

と｣

と
政
府
へ
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。

 

「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
格
別
の
ご

厚
情
を
賜
り
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
、
全
国

的
に
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
医
療
現
場
を
守
る
先
生
方
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
の
社
会
保
障
を
巡
っ
て

は
、
少
子
高
齢
化
、
医
師
偏
在
、
厳

し
い
財
政
事
情
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
な
ど
、
数
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
輪
を
か
け
て
襲
っ
て

き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
わ
が
国
の
社
会
保
険
制
度
を
守

り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
う
え
で
大
き

な
試
練
で
す
。
先
生
方
の
お
声
を
国

政
に
届
け
、
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
を
次
世
代
に
渡
す
た
め
、
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

第
二
百
四
回
国
会
開
会

一
月
十
八
日
、
第
二
百
四
回
国
会

が
開
会
し
ま
し
た
。
今
国
会
で
は
、

医
療
機
関
へ
の
財
政
的
な
支
援
を
盛

り
込
ん
だ
令
和
二
年
度
第
三
次
補
正

予
算
な
ら
び
に
令
和
三
年
度
当
初
予

算
を
は
じ
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
特
措
法
）

や
、
感
染
症
法
、
検
疫
法
な
ど
重
要

な
法
律
の
改
正
が
審
議
さ
れ
、
第
三

次
補
正
予
算
は
一
月
二
十
八
日
に
成

立
、
特
措
法
、
感
染
症
法
、
検
疫
法

の
改
正
も
二
月
三
日
に
成
立
と
な
り

ま
し
た
。
改
正
特
措
法
で
は
、
緊
急

事
態
宣
言
の
前
段
階
で
の
「
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
」
が
創
設
さ
れ
、

都
道
府
県
知
事
が
事
業
者
に
行
う
休

業
等
の
要
請
や
命
令
が
規
定
さ
れ
、

命
令
に
従
わ
な
い
場
合
の
罰
則
も
規

定
さ
れ
た
ほ
か
、
事
業
者
へ
の
国
や

自
治
体
か
ら
の
支
援
も
「
講
ず
る
も

の
と
す
る
」
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
は
、

対
象
地
域
を
市
区
町
村
や
さ
ら
に
細

か
い
地
域
に
絞
っ
て
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
患
者
、
医
療
関
係

者
、
家
族
等
が
差
別
的
取
扱
い
を
受

け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
相
談
支
援
や
啓
発
活
動
も
国
や
自

治
体
の
責
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
改

正
感
染
症
法
で
は
、
感
染
者
等
が
入

院
措
置
に
応
じ
な
い
場
合
や
、
積
極

的
疫
学
調
査
に
虚
偽
の
答
弁
を
し
た

場
合
な
ど
に
も
過
料
が
規
定
さ
れ
る

な
ど
、
今
ま
で
よ
り
も
強
い
措
置
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
人
権
を

尊
重
し
た
慎
重
な
運
用
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
国
や
自
治
体
が
医
療
機
関
に

感
染
者
受
け
入
れ
の
協
力
を
求
め
る

内閣委員会・厚生労働委員会連合審査会「新
型インフルエンザ等対策特別措置法改正
に関する質疑」にて質疑を行いました

東京都医師会「地区医師会長連絡協議会」
にて挨拶

（
４
面
へ
）
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こ
と
に
関
し
て
も
、
現
行
の
「
要
請
」

よ
り
強
い
「
勧
告
」
が
新
設
さ
れ
、

正
当
な
理
由
な
く
勧
告
に
従
わ
な
け

れ
ば
公
表
可
能
と
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
判
断
に
当
た
っ
て
は
医
療
界
も
入

っ
た
会
議
体
を
経
る
な
ど
、
医
療
現

場
の
実
情
を
正
し
く
踏
ま
え
た
運
用

が
さ
れ
る
よ
う
、
緊
張
感
を
も
っ
て

働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
に
関
す
る
提
言
取
り

ま
と
め

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題

で
す
が
、
短
期
間
に
全
国
で
接
種
す

る
こ
と
や
、
超
低
温
で
の
ワ
ク
チ
ン

管
理
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら

複
雑
か
つ
緻
密
な
運
用
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
、

接
種
状
況
、
副
反
応
の
発
生
や
健
康

状
態
な
ど
を
把
握
す
る
情
報
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
が
報
道
さ
れ
る
な

か
、
国
民
の
皆
さ
ま
が
適
切
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
る
た
め
、
自
民
党
政
調
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
情
報

戦
略
・
シ
ス
テ
ム
Ｐ
Ｔ
（
座
長
：
橋

本
岳
衆
議
院
議
員
、
事
務
局
長
：
大

野
敬
太
郎
衆
議
院
議
員
、
事
務
局
次

長
：
自
見
は
な
こ
）
で
は
議
論
を
重

ね
て
参
り
ま
し
た
。
一
月
十
八
日
、

政
府
へ
の
提
言
案
が
座
長
一
任
と
な

り
、
二
月
二
日
に
提
言
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

提
言
は
、
①
政
府
に
よ
る
徹
底
的

な
状
況
把
握
、
②
国
民
の
安
心
と
関

係
者
間
の
意
識
共
有
の
た
め
の
徹
底

的
情
報
開
示
、
③
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
④
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ

設
計
（
あ
ら
ゆ
る
事
態
へ
の
リ
ス
ク

評
価
と
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
起
き

た
場
合
も
安
全
に
制
御
し
機
能
す
る

よ
う
な
設
計
）、
以
上
四
点
が
必
要

で
あ
る
と
の
課
題
意
識
の
も
と
で
取

り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

政
府
が
情
報
を
集
約
す
る
た
め
不

可
欠
な
自
治
体
か
ら
の
情
報
提
供
に

つ
い
て
も
、
政
府
が
事
前
に
自
治
体

や
関
係
団
体
と
綿
密
に
連
絡
調
整
を

行
う
こ
と
や
窓
口
を
一
元
化
す
る
こ

と
な
ど
、
自
治
体
お
よ
び
接
種
現
場

の
負
荷
軽
減
を
求
め
て
い
ま
す
。
国

民
の
皆
さ
ま
に
安
心
を
担
保
し
つ

つ
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
が

構
築
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
頑
張

り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
改
革
法
案
と
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ

医
療
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が

進
む
な
か
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
も
含
む
情
報
管
理
や
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
資
格
確
認
の
た
め
の
Ｈ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
（
医
療
資
格
の
電
子
証
明
書
）
に

つ
い
て
研
究
す
る
た
め
、
二
〇
一
七

年
五
月
に
「
医
療
分
野
に
お
け
る
情

報
管
理
の
強
化
に
向
け
た
勉
強
会
」

を
呼
び
か
け
人
と
し
て
開
催
し
、
二

〇
一
八
年
四
月
か
ら
は
日
本
医
師
会

を
中
心
と
す
る
セ
プ
タ
ー
が
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
（
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
）
の
セ
プ
タ
ー
カ
ウ
ン
シ

ル
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
に
つ
い
て
も
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
際
に
お
い
て
医
師
の

確
認
要
件
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
は
医
師

や
薬
剤
師
に
発
行
さ
れ
て
お
り
、（
日

本
医
師
会
医
師
資
格
証
で
す
）
①
券

面
上
で
資
格
保
有
者
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
も

迅
速
に
資
格
保
有
者
で
あ
る
こ
と
を

提
示
で
き
、
②
資
格
情
報
入
り
の
電

子
署
名
が
で
き
る
と
い
う
二
点
に
お

い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
な

い
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
電
子
紹

介
状
や
電
子
処
方
箋
へ
の
電
子
署
名

な
ど
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
が
果
た
す

役
割
は
今
後
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

今
国
会
で
は
、
菅
義
偉
内
閣
総
理

大
臣
が
看
板
政
策
に
掲
げ
る
デ
ジ
タ

ル
改
革
関
連
法
案
も
審
議
さ
れ
ま

す
。
本
法
案
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設

置
や
、
押
印
が
必
要
な
行
政
手
続
の

見
直
し
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な

ど
社
会
保
障
に
係
る
三
十
二
の
国
家

資
格
に
関
係
す
る
事
務
手
続
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
に
つ
い
て
も

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
資
格
保
有
者
が
登
録
、

氏
名
の
変
更
等
の
手
続
を
行
う
際
、

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の
写
し
の
提
出

を
省
略
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る

な
ど
の
利
便
性
に
加
え
、
看
護
職
な

ど
人
材
確
保
が
課
題
で
あ
る
資
格
に

つ
い
て
、
本
人
の
同
意
を
前
提
に
、

定
期
的
に
届
け
出
る
就
業
状
況
と
連

携
す
る
こ
と
で
潜
在
資
格
者
の
的
確

な
特
定
と
効
果
的
な
就
労
支
援
に
つ

な
げ
る
こ
と
な
ど
が
期
待
で
き
ま

す
。

成
育
基
本
法
「
基
本
方
針
」
閣
議

決
定超

党
派
議
連
事
務
局
長
と
し
て
議

員
立
法
に
取
り
組
み
、
二
〇
一
八
年

十
二
月
に
成
立
し
た
成
育
基
本
法
に

基
づ
い
て
、
政
府
が
施
策
の
推
進
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針
で
あ
る
「
成

育
医
療
等
基
本
方
針
」
の
策
定
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
も
、
基

本
方
針
の
策
定
に
当
た
る
成
育
医
療

等
協
議
会
の
立
ち
上
げ
か
ら
担
当
政

務
官
と
し
て
携
わ
り
、
議
員
連
盟
で

も
引
き
続
き
議
論
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
て
参
り
ま
し
た
が
、二
月
九
日
、

閣
議
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
基
本
方

針
で
は
、
基
本
的
な
事
項
と
し
て
①

成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
妊
産
婦
に

対
す
る
医
療
、
②
成
育
過
程
に
あ
る

者
等
に
対
す
る
保
健
、
③
教
育
及
び

普
及
啓
発
、
④
記
録
の
収
集
等
に
関

す
る
体
制
等
、
⑤
調
査
研
究
、
⑥
災

害
時
等
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整

備
、
⑦
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す

る
推
進
体
制
等
、
を
大
き
な
項
目
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
個
別

の
政
策
と
し
て
循
環
器
病
対
策
や
産

後
ケ
ア
事
業
の
推
進
、
乳
幼
児
検
診

等
に
よ
る
視
覚
・
聴
覚
障
害
や
股
関

節
脱
臼
等
の
早
期
発
見
・
支
援
、
妊

娠
・
出
産
等
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
学
校
教
育
段
階
か
ら
の
推
進
、
災

害
時
等
の
授
乳
支
援
や
液
体
ミ
ル
ク

等
の
備
蓄
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
庁
設
立
に
向
け
た
勉

強
会子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
発

達
を
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
な
く
支
援

す
る
施
策
を
総
合
的
に
進
め
て
い
く

う
え
で
、
行
政
に
お
け
る
縦
割
り
の

解
消
も
大
き
な
課
題
で
す
。
現
在
は

複
数
の
省
庁
に
所
管
が
わ
か
れ
て
い

る
医
療
・
保
健
・
療
育
・
教
育
・
福

祉
を
切
れ
目
な
く
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
を
一
元
的
に
所

管
す
る
「
子
ど
も
家
庭
庁
」
の
創
設

を
委
員
会
で
の
質
問
を
は
じ
め
各
所

で
訴
え
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
若
手
議
員
有
志
の
呼
び
か
け
に

よ
る
「Children First

の
子
ど
も
行

政
の
あ
り
方
勉
強
会
」
を
二
月
二
日

に
立
ち
上
げ
、議
論
を
始
め
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
勉
強
会
は
二
月
六
日

に
開
催
し
、
日
本
医
科
大
学
多
摩
永

山
病
院
院
長
の
中
井
章
人
先
生
か
ら

「
産
婦
人
科
の
現
状
と
取
り
組
み（
セ

ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
と
助
産
師
外

来
、
院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
を
中
心

に
）」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ

く
な
ど
、
闊
達
な
意
見
交
換
が
で
き

ま
し
た
。

勉
強
会
で
は
、
年
度
内
に
提
言
を

取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。
成
育
基

本
法
の
理
念
を
推
進
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
真
ん
中
に
置
い
た
社
会
に
向

け
、
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

自民党訪日外国人観光客コロナ対策PTが昨年末に取りまとめた提言では、日本入国の条
件として精度管理されたPCR等陰性証明と医療保険の加入等を求めています。このこ
とについて、関係省庁同席のもと、外国保険会社へのオンライン説明会を行いました（写
真左：2021年1月26日　アジア系の保険会社向け、写真右：2021年1月28日　欧米系
保険会社向け）

2月2日　第1回Children First の子ども行政のあり方勉強会

2020年12月24日　橋本聖子東京オリンピッ
ク競技大会・東京パラリンピック競技大会
担当大臣をラジオのゲストにお迎えして

2021年1月18日 自民党政調新型コロナウイ
ルス感染症対策本部情報戦略・システムPT

2021年1月18日　第204回国会開会日に国
会議事堂で

2021年1月20日　自民党厚生労働部会で成育
医療等基本計画を審議し、了承されました

新しいポスターが決まりました

（
３
面
よ
り
）
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